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１．研究目的 

 製塩工程における海水濃縮液（以下かん水）中に含まれる主成分ナトリウムの濃

度を計測することは，品質管理上極めて重要である。特に最近では塩の付加価値を

高めたグルメ塩の製造では，呈味性を厳しく管理する必要から主成分ナトリウムの

濃度を精確かつリアルタイムに計測する必要性に迫られている。そこで申請の研究

では、我々がこれまでに系統的に検討してきた錯体系クロモイオノフォアとアルカ

リ金属イオン，アルカリ土類金属イオンとの相互作用に関する知見を基に，迅速性，

精度に優れているフローインジェクション法（FIA）を用いて，濃厚塩中の高濃度

ナトリウムを簡便に定量する方法について検討した。 

２．研究方法 

 1,4,7,10,13-ペンタオキサ-16-アザ-シクロオクタデカン-N-カルボジチオ酸アンモ

ニウム(A18CC)は，我々が既に報告した方法に従い，1-アザ-18-クラウン-6 エーテ

ルと二硫化炭素とから合成した。コバルト-A18CC 錯体は塩化コバルトと A18CC か

ら合成し，元素分析，高速液体クロマトグラフィー，質量分析法により同定した。 

吸光光度法による検討では，試験管にアルカリ金属塩あるいはアルカリ土類金属

塩を含む溶液を 3ml とり，これに 5ｘ10
-5

 mol/lCo-A18CC 溶液を 3ml 加え，直ちに

吸光光度計用のセルに入れ，一定時間ごと吸収スペクトルを及び 320nm における

吸光度を測定する。 

フローインジェクション分析法では，通常モードおよびリバースモードについて

検討した。 

３．結果と考察 

 合成した Co-A18CC 錯体の純度は 97.3%であった。また組成比（Co：A18CC）は

元素分析の結果と質量分析法により得られた主ピークの質量数(m/ｚ=735.2)とから，

1：2 と決定した。 

 吸光光度法による検討結果から，Co-A18CC 錯体はアルカリ金属イオン，アルカ

リ土類金属イオンの中でナトリウムイオンとだけ特異的に反応し分解することが

わかった。分解反応速度はナトリウムイオン濃度の増加とともに増加した。また，

この分解反応は酸化剤の添加により促進され，還元剤の添加により抑制されること

から，酸化反応に基づくものと考えられる。 

フローインジェクション(FIA)法にこの分解反応を適用した。その結果，反応試

薬を試料流れに注入する方法（リバース法）では，注入した試料が配管壁に吸着し

てしまうことが明らかになった。一方，反応試薬流れに試料を注入する方法では，

ナトリウムイオン濃度に依存したピーク高さが得られた。このことから，この方法

は高濃度のナトリウムイオンを直接定量できることが示唆された。またこの方法は

製塩工程の管理にも適用できるものと考えられる。 
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